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1.カ ラ ー キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン  

1.1 カ ラ ー キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン と は  

複数のプリンタを同時使用するとそれぞれのプリンタから出力されるプリントの色味が若干

異なっていたり、 

同じプリンタでも使用期間やプリントヘッドの交換前後で色味が変化してしまうケースがあ

ります。 

 

 

 

 

 

Canon imagePROGRAF iPF6300S/iPF8300S はこうした出力色の安定化に対する様々な要求

を 

満たす高精度カラーキャリブレーション機能を標準搭載。 

簡単・低コストに色味のばらつきを吸収し、プリンタの色再現性を安定化させます。 

  

プリ ンタ間で色味が合わない！

プリ ンタ A

プリ ンタ B
プリ ンタ C

ヘッ ド 交換したら色味が変わった！

プリ ンタ A プリ ンタ A

Xヶ月後

プリ ンタ B プリ ンタ B

プリ ント ヘッ ド
交換

使っているう ちに色味が変わってきた！

キャリ ブレーショ ン（ 出力補正） 機能が解決します！

キャリ ブレーショ ン
実施

プリ ンタ A プリ ンタ B プリ ンタ C

・ プリ ンタ間で「 色味」 が一致した！
・ 元の「 色味」 が戻った！
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2. iPF6300S/iPF8300S カ ラ ー キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン  

2.1 iPF6300S/iPF8300S の カ ラ ー キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 機 能 の 仕 組 み  

プリンタの色の不一致は、ヘッドの個体差や経年変化により、インク吐出量が基準値とズレる

ことが原因となっています。キヤノンのキヤリブレーションでは、内蔵センサーを用いて、実

際の出力濃度を測定・分析し、インク吐出量を基準値にあわせこむことで、高精度で安定した

色再現を実現します。 

 

 
平均色差⊿E≦2.0 の高精度なキャリブレーション精度 
※キャリブレーション精度測定条件は 3.1.2 高精度キャリブレーションをご参照下さい。 

 

2.２ imagePROGRAF キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 機 能 と 測 色 器  

一般にキャリブレーションを実施する場合には以下の２つの方法があります。 

 

・市販測色器を用いてプリンターのカラープロファイルを補正 

・内蔵濃度センサーを用いてプリンタの出力濃度を補正 

 

この２つの方式を比べた場合、「色」自体を判別し数値（Lab）化できる市販測色器はカラー

プロファイル作成には適していますが、色味のばらつきを抑えるという用途目的では、測色器

の導入コスト負担や用紙/モード毎にプロファイル修正の手間がかかります。 

 

一方、内蔵濃度センサーを用いてプリンタの出力濃度を補正する方法は、インク吐出量を最適

値（基準値）に補正します。一回のプリントヘッドの吐出量補正で全ての用紙/モードに対し

て効果がありますので、簡易かつ短時間に完了します。 

カラーチャート の
濃度読み取り

キャリ ブレーショ ン用
メ ディ アセッ ト

本体パネル操作

Total約10分で全メ ディ ア・ 印刷モード の調整が完了

カラーチャート
印刷（ 1種類）

対応用紙の基準値*
との差異を分析

吐出量を基準値に
あわせる補正テーブルを
全てのメ ディ ア毎に適用

自動実行

メ ディ ア/印刷モード 毎に全補正

基準値

測定値

パッ チカウント 値

濃

度

入力値

出
力
値
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imagePROGRAF のキャリブレーションは後者のセンサーによる出力濃度の補正を行います。 

測色器方式と内蔵濃度センサー方式の適用範囲 

 

 

 

3. iPF6300S/iPF8300S キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の 特 長  

3.1 優 れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 機 能  

imagePROGRAF6300S/iPF8300S のキャリブレーション機能は以下の優れた特長を持ちます。 

 

  ＜iPF6300S/iPF8300S キャリブレーション機能の特長＞ 

  

出力色補正出力色補正 出力色補正

測色器の対応範囲

経年変化補正
複数プリ ンタ間の

個体差補正
ﾌﾟ ﾛﾌｧｲﾙ作成

ICCプロファイル作成
印刷運用

簡単・ 安心
・ 簡単操作/約10分
・ タイミ ング通知
による確実運用

可

測
色
器

内
蔵
セ
ン
サ
ー

（
iP

F
ｶ
ﾗ
ｰ
ｷ
ｬﾘ
ﾌ
ﾞﾚー

ｼｮ
ﾝ
）

作業が煩雑
・ PC側でﾌﾟ ﾛﾌｧｲﾙ管理要
・ 用紙毎/ﾓ ﾄーﾞ 別作業

作業が煩雑
・ PC側でﾌﾟ ﾛﾌｧｲﾙ管理要
・ 用紙毎／ﾓ ﾄーﾞ 別作業

簡単・ 低コスト
・ 本体側の簡単操作
・ 約10分で全て完了

不可
（ 市販測色機をご利

用く ださい）

コスト 0円
（ 本体同梱

プリ ンタ Cプリ ンタ B

プリ ンタ A

複数プリ ンタ間の
色の統一

純正紙では省略可

RIP対応
・ 連続階調/ド ッ ト 両方対応
・ カラーチェ ッ ク対応
（ ⊿Ｅ 精度レポート

RIP対応
・ 連続階調プルーフ対応
※但し 、 ド ッ ト プルーフや、
カラーチェ ッ クには非対応

初期準備 運用

内蔵センサーの対応範囲
（ im ag ePROGRAF ｶﾗ ｷーｬﾘﾌﾞ ﾚー ｼｮﾝ）

iPF6300S/8300Sキャリブレーション機能の特長 ユーザーメリット

①低コスト/簡易な調整作業

②高精度なキャリブレーション

③メディア対応力

④安心のワークフロー（ タイミング通知）

⑤ネットワーク環境に適合

・単一/複数プリンタでの安定的な色再現環境の構築
・効率的な出力システム全体の色管理
・ユーザー指定用紙（ 非純正） でも出力色を安定化
・RI P環境でも出力色を安定
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3.1.1 簡単・低コスト 

imagePROGRAF はカラーキャリブレーション機能を標準搭載しているため、追加コストは不

要です。  

また、1 回のキャリブレーションで*全ての用紙、印刷モードのインク吐出量を自動補正。約

10 分の短時間で簡単に完了します。 

 

尚、キャリブレーションの実施にはキヤノンのキャリブレーション対応用紙が必要です。 

キャリブレーション対応用紙以外の用紙をお使いの場合は、キャリブレーション対応用紙とし

て汎用の安価な 

カット紙（キヤノン写真用紙・光沢 プロ［プラチナグレード］ PT-101）もご使用頂けます。 

            
 

3.1.2 高精度キャリブレーション （⊿E≦2.0） 

正確に出力チャートの濃度を読み取る高性能なマルチセンサーを搭載し、キャリブレーション

精度 

平均⊿E≦2.0(⊿E2000) *を実現します。 

 
*＜キャリブレーション精度測定条件＞ 

(1)温湿度環境、使用する用紙の種類を同じとし、当社純正インクを用いて同一機種プリンタ 2 台にキャリブレーショ

ンを実施 

(2)キャリブレーション終了後、引き続いて 2 台のプリンタそれぞれでパッチチャート(729 パッチ)を同一種類の当社

純正紙に印刷。 

使用ドライバは imagePROGRAF プリンタドライバ。 

(3)印刷したパッチチャート 2 枚を温度 23℃、相対湿度 65%の環境において十分乾燥させた後、単一の測色機にて測

色。 

各パッチにつき 2 枚のパッチチャート間の平均⊿E(⊿E2000)を算出。 

 

 

 

3.1.3 用紙対応力 

PT-101 

オープン価格 

(A4/20 枚入) 
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プリントヘッドのインク吐出量最適値（基準値）に補正する方式のため、出力用紙に依存せず、

色を安定化する効果が見込めます。そのためキヤノン純正用紙に限らず、全ての用紙での出力

において適切な補正がかかります（用紙共通キャリブレーション実施時） 
※ご利用の用紙の特性に応じて、安定性能が異なります。キャリブレーション精度を保証するものではございません。  

なお、色安定性を向上させるため、カラーキャリブレーションに使用する用紙は、同じ種類の

用紙を継続して使用してください。 

 

 

 

3.1.4 タイミング通知による安心のワークフロー New! 

プリントヘッドの交換時やヘッドの経年変化による吐出量変動を考慮してキャリブレーショ

ン実行を推奨する 

タイミング通知機能により、色味がばらつくのを未然に防いで安心して出力ができます。 

 

【キャリブレーションタイミング通知機能】 

Ｄ紙 Ｅ 紙 Ｆ 紙

・ ・ ・

（ ユーザ用紙）

キャリ ブレーショ ン精度
⊿E≦2 . 0*を確認済み

インク吐出量
の最適化

用紙種類を
問わず

出力色が安定

出力用紙に依存しない
個体差、 経年変化を抑えた安定出力

Ａ 紙
（ 純正）

Ｂ紙
（ 純正）

Ｃ 紙
（ 純正）

最適な吐出量の維持

自動調整/約10分

ｶﾗ ﾌーﾟ ﾛﾌｧｲﾙ修正

タイミ ング通知： 有
キャリ ブレーショ ン： 有

タイミ ング通知： 無
キャリ ブレーショ ン： 無

×
色のばらつき

適切なタイミ ングでキャリ ブレーショ ン実施が可能

自動調整/約10分自動調整/約10分

ｶﾗ ﾌーﾟ ﾛﾌｧｲﾙ作成

タイミ ング通知

初期補正 経年変化補正

未然に補正を推奨
色のばらつき
予想

色のばらつき
予想

未然に補正を推奨

タイミ ング通知

ヘッ ド 交換時通知
（ 基準値に合わせる）

×
色のばらつき

ｶﾗ ﾌーﾟ ﾛﾌｧｲﾙ修正
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操作パネル、 imagePROGRAF StatusMonitor（Windows） /imagePROGRAF Printmonitor

（Macintosh）および RemoteUI に以下のタイミングでキャリブレーションの実施を推奨。 

 

•新しいプリントヘッドが装着されたとき 

•カラーキャリブレーションを実行してから、一定量の印刷が実行された場合 

•カラーキャリブレーションのデータが初期化されたとき 

※この機能は操作パネルのメニューから「実行案内設定」を「オン」にすることで有効となります。 

3.1.5 ネットワーク環境に最適 

imagePROGRAF のキャリブレーションはプリンタ側で補正処理を行うため、ネットワーク上

で接続している複数の PC ごとに作業を行う必要はありません。 これにより出力する色補正

作業をしていない PC 間で「色味が違う」といった事態を回避することができます。 

 

PC 側での補正作業は必要ありません。 

4. キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の 実 行  

4.1 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 実 行 す る タ イ ミ ン グ  

キャリブレーションは以下のタイミングで実施して下さい。 

• 初期設置時 

• プリントヘッドを交換したとき 

• 以前と比べて色味の変化を感じたとき（ただし、環境や印刷の条件は、同一に揃えてください） 

• 複数のプリンタから色味を揃えて印刷したいとき（ただし、ファームウェアおよびプリンタド

ライバのバージョンや設定項目は、同一に揃えてください） 

• キャリブレーションタイミングの通知（実行案内）が表示されたとき 

 

補正適用
補正
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4.2 カ ラ ー キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 実 行 の 前 に  

• 色安定精度をより高めるために、カラーキャリブレーションを実行する際の温湿度環境は毎回

一定に揃えてください。異なる温湿度環境でカラーキャリブレーションを実行した場合、正し

く調整されないことがあります。 

 

• カラーキャリブレーションを実行するときは、プリンタに直射日光などの強い光が当たらない

ようにしてください。 

プリンタに強い光が当たると、正しく調整されないことがあります。 

 

•当該用紙をプリンタにセットした後に、プリントヘッドの位置調整、紙送り調整を行うことを

推奨します。 

4.3 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 実 行 用 紙 と キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン タ イ プ  

4.3.1 用紙共通キャリブレーションと用紙個別キャリブレーション 

iPF6300S/iPF8300Ｓのカラーキャリブレーションには「用紙共通キャリブレーション」と「用

紙個別キャリブレーション」の２つの調整タイプがあります。 

用紙共通・用紙個別どちらの調整タイプにキャリブレーション対応用紙が分類されるかは、

4.3.3 キャリブレーション実行用紙とキャリブレーションタイプを参照してください。なお、

用紙共通キャリブレーションと用紙個別キャリブレーションの違いは下記の通りです。 

 

●用紙共通キャリブレーション 

用紙共通キャリブレーションに分類される種類の用紙でカラーキャリブレーションを実行す

ると、すべての種類の用紙（カラーキャリブレーションを実行できない種類の用紙を含む）で

の、全ての印刷品位におけるキャリブレーション補正値が設定されます。用紙の種類ごとにカ

ラーキャリブレーションを実行する必要がないので、短時間で容易に運用できます。 

 

●用紙個別キャリブレーション 

用紙個別キャリブレーションに分類される種類の用紙でカラーキャリブレーションを実行する

と、実行した用紙に対してのみキャリブレーション補正値が設定されます。設定された補正値は、

キャリブレーションを実行した種類の用紙以外には適用されません。ただし、用紙個別キャリブ

レーションが実行されていない場合は、印刷時に用紙共通キャリブレーションの調整値が適用さ

れます。 

 

4.3.2 キャリブレーション実行用紙について  
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•用紙共通キャリブレーションに分類される用紙でカラーキャリブレーションを実行する場合

は、色安定性を 

向上させるため、同じ種類の用紙を継続して使用してください。複数の種類の用紙でカラーキ

ャリブレーションを実行した場合、正しく調整されないことがあります。 

 

•カラーキャリブレーションに使用できる用紙はロール紙の他、カット紙にも対応しています。 

 お使いのロール紙がキャリブレーション対応用紙でなかったとしても対応カット紙をお使

い頂くことでロール紙の交換を行うことなくキャリブレーションを実行することができます。

なお、キャリブレーションに使用できる用紙のサイズは、カット紙とロール紙で以下のよう

に異なります。 

 

・ロール紙を使用する場合：未使用の 10 インチサイズ以上の用紙 
※ただし、用紙の種類によっては 16 インチサイズ以上の用紙 

・カット紙を使用する場合：未使用の A4/レターサイズ以上の用紙 1 枚 
※ただし、用紙の種類によっては、未使用の A2 サイズ以上の用紙 1 枚 

4.3.3 キャリブレーション実行用紙とキャリブレーションタイプ 

地域選択時に日本(アジア・オセアニア)を選択した場合、キャリブレーション対応用紙として

使用できるものは以下のいずれかになります。 

また、用紙の種類によって、カラーキャリブレーションの調整タイプ（用紙共通/個別）は決

まっています。 

※用紙の詳細および推奨環境につきましては用紙リファレンスガイドを参照してください。 
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iPF

6300S

iPF

8300S

厚口コート紙 ○ ○ 1
フォト光沢紙HG ○ ○ 1
フォト半光沢紙HG ○ ○ 1
フォト光沢HG厚口 ○ ○ 1
フォト半光沢HG厚口 ○ ○ 1
プレミアム光沢2厚口 ○ ○ 1
プレミアム半光沢2厚 ○ ○ 1
フォト半光沢紙ポスター ○ ○ 1
フォト半光沢ポスター2 ○ ○ 1
光沢プラチナグレード ○ NA 1
プルーフ用紙2 ○ ○ 1
プルーフ用紙3 ○ ○ 2
ファインアート（ フォト） ○ ○ 1
ファインアートフォト厚口 ○ ○ 1
光沢プラチナ調整用 NA ○ 1

機種
調整タイプ

1：用紙共通

2：用紙個別

用紙種類

(日本/アジア/オセアニア）
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4.4 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の 実 行 手 順  

カラーキャリブレーションは以下の手順で実行します。 

1. セットする用紙が、カラーキャリブレーションに使用できるか確認します。 

 

2. 用紙をセットします。 

 

3. 操作パネルの[タブ選択画面]で［◀キー、［▶］キーを押して （設定/調整タブ）を選択し

ます。 

 
※［タブ選択画面］が表示されていない場合は、［メニュー］キーを押します。 

 

4.［OK］キーを押します。 

［設定/調整メニュー］が表示されます。 

 

5.［▲］キー、［▼］キーを押して［印字調整］を選択し、［OK］キーを押します。 

 

6.［▲］キー、［▼］キーを押して［キャリブレーション］を選択し、［OK］キーを押します。 

 

7.［▲］キー、［▼］キーを押して［自動調整］を選択し、［OK］キーを押します。 

 

環境測定や用紙の確認が行われた後、プリンタは調整用パターンの印刷の印刷、測定に移り、印

刷結果を反映した補正値を自動的に設定します。 

調整終了後、自動的にオンラインモードまたはオフラインモードになります。 

 

※用紙の種類により、確認のメッセージが表示されることがあります。 

 
［▲］キー、［▼］キーを押して［中止］を選択し、［OK］キーを押します。 

キャリブレーション用紙が前回と異なる場合に表示されます。 
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カラーキャリブレーションを続行する場合は、［▲］キー、［▼］キーを押して［続行］を選択

し、 

［OK］キーを押します。 

 

4.5 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 調 整 値 の 適 用  

RIP から出力する場合で RIP 側の調整値を使用する場合、キャリブレーション結果（調整値）

を無効にすることができます。出力環境が RIP とプリンタドライバで混在する場合、プリン

タドライバまたは操作パネルのメニューでプリンタ側で実行した調整値を適用する/しないの

設定をすることができます。 
※プリンタドライバの設定値と操作パネルのメニューの設定値が異なる場合は、プリンタドライバの設定が優先さ

れます。 

 

 ■プリンタドライバからの設定 

 

 

［パネル優先］  プリンタ本体の操作パネルでの設定が適用されます。 

［有効］  キャリブレーション結果を使用して印刷します。 

［無効］  キャリブレーション結果を使用しないで印刷します。カラーキャリブレーションに

よって印刷中の 

画像の色味が変わってしまうことを避けたい場合に選択します。 

 

 ■操作パネルからの設定 

用紙個別キャリブレーションの場合に表示されます。 
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［設定/調整メニュー］-［印字調整］-［キャリブレーション］-［調整値有効設定］にて設定

します。 

［無効］を選択して［OK］キーを押すと、カラーキャリブレーションの調整値は印刷に適用

されません。 

［有効］を選択して［OK］キーを押すと、カラーキャリブレーションの調整値が印刷に適用

されます。 
※但し、何れもプリンタドライバの設定が優先されます。 

5.キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 機 能 の 活 用 例   

imagePROGRAF6300S/iPF8300S のキャリブレーション機能は色管理・運用の様々なニーズ

に柔軟に対応します。以下にその具体的な活用例を幾つか紹介致します。 

 

5.1 事 例 ① ： プ リ ン タ の 経 年 変 化 を 抑 制 し た い  ・ ・ ・ ・ ・ 出 力 セ ン タ ー  

【課題】 

半年前に納入したポスターの追加出力を受注。 前回と色を合わせなくてはならない。 

 

【解決】 

iPF6300S/iPF8300S のカラーキャリブレーション機能を使えば、時間が経っていても同じ色

での納品が 

可能になります。 

 

＜Point!＞ 

① プリンタ本体の操作から約 10 分で全作業が完了 

② 適切な実施時期を知らせるタイミング通知で、色のばらつきを予防する安心設計 

③ ⊿E≦2.0*の高精度キャリブレーションを実現 
 ※キャリブレーション精度測定条件は 3.1.2 高精度キャリブレーションをご参照下さい。 

 

 
  

＜タイミング通知＞ 

タイミ ング通知

▼
タイミ ング通知

▼
タイミ ング通知

▼

⊿E≦2 . 0*Ａ Ａ ’
Poin t !  

Po in t !  

Po in t !  タイミ ング通知により 、 色のばらつきを予防

簡単

高精度に経年変化補正

初期補正 経年変化補正
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                  ステータスモニタ上       

操作パネル上 
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5.2 事 例 ② ： プ リ ン タ 複 数 台 の 個 体 差 抑 制 ・ ・ ・ ・ ・ 印 刷 業  

【課題】 

 クライアントのイメージカラーやロゴは、同じ色で出力しなくてはならないが、分散出力環

境でプリンタごとの色味を統一するのは難しい。 

 

【解決】 

iPF6300S/iPF8300S のカラーキャリブレーション機能を使えば、複数のプリンタでの大量出

力でも、出力色のばらつきなく安定的な出力が可能になります。 

 

< Point！>  

①理想的なインク吐出量（基準値）に合わせることで、プリンタ間の個体差を補正  

②更に、基準値のプリンタで作成したカラープロファイルは、プリンタ間で共有可能 

（後は、キャリブレーション実施により、プリンタ側を基準値に合わせるだけ）  

 

5.3 事 例 ③ ： 出 力 シ ス テ ム 全 体 の 色 管 理 の 効 率 化 を 行 い た い ・ ・ ・ ・ ・ 印 刷 業  

【課題】 

大量出力（高稼働）のため頻繁に色管理しなければならないが、プリンタだけでなく様々なメ

ディアや PC も台数が多いのでそれぞれに手を掛けるようなことはしたくない。出来る限りコ

ストと手間の掛からない方法で運用したい。 

 

【解決】 

iPF6300S/iPF8300S のカラーキャリブレーション機能を使えば、大規模な出力システムでも

全体の効率的な色管理が可能になります。 

 

< Point！> 

①プリンタ側の簡単操作（ホスト PC 側不要）で全ての補正が完了 

②プロファイルを共有・継続使用可能。（後は、プリンタ側の補正だけ）  

③タイミング通知により、キャリブレーション実施回数を抑えながら、ばらつきを予防 

プリ ンタ C

プロファイルの共有可

プリ ンタ B

プリ ンタ A

⊿E≦2 . 0*

Ａ

Ａ ’’

Ａ ’

プリ ンタ間の個体差補正 ｶﾗ ﾌーﾟ ﾛﾌｧｲﾙ作成 出力

Ａ

Ａ ‘’

Ａ ’

基準値

Poin t !  

理想的なインク吐出（ 基準値）
でカラープロファイルを作成

≒基準

基準
●×印刷所

△□印刷所

Poin t !  

個体差補正
（ 理想的な吐出量）

※測色器を使用
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5.4 事 例 ④ ：  ユ ー ザ ー 用 紙（ 非 純 正 ） の 色 安 定 を 図 り た い・・・ ・ ・ デ ザ イ ン 事

務 所  

【課題】 

クライアントから数カ月前に受注したものと同じ用紙での指定有り。 プリンタ純正紙ではな

いからといって、 

納品の度に違う色で納める訳にはいかない。 

 

【解決】 

キヤノンのカラーキャリブレーション機能があればクライアントの所望の紙での安定出力が

可能になります。 

 

<Point！> 

① キヤノン対応用紙でキャリブレーションを実施すれば 純正紙のみならず全ての用紙で補

正効果を 

発揮。 
 ※キヤノン純正紙にて出力した場合は、キヤリブレーション精度⊿E≦2.0*を確認済み。  

 ※用紙共通キャリブレーション実施時 

②測色機で一度プロファイルを作成したら、後は本体での簡単なキャリブレーションだけ。 

  

 

プリ ンタ C

プロファイルの共有・ 継続使用可

プリ ンタ B

プリ ンタ A

Poin t !  

▼通知 ▼通知

▼通知

▼通知 ▼通知

カラープロファイル作成

▼通知

▼通知

▼通知

Ａ

A’

Ａ ’’

プリ ンタの簡単操作
（ PC側の操作不要）

初期補正 経年変化補正

Ａ

Ａ ‘’

Ａ ’

●×印刷所

△□印刷所

Poin t !  Poin t !  全体の個体差・ 経年変化
簡単・ 低コスト に補正

共有

無駄なく 適切な
タイミ ング

Poin t !  

⊿E≦2. 0*

⊿E≦2. 0*

⊿E≦2 . 0 *

Ａ ‘’

※測色器を使用
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Ａ Ａ ’
Poin t !  

補正効果有り

カラープロファイル作成

純正紙に限らない

Poin t !  
作成は1回。 後はプリ ンタ補正だけ

初期補正 経年変化補正

通知▼通知▼
※測色器を使用
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5.5 事 例 ⑤ ：  RIP 環 境 で 色 安 定 化 を 行 い た い ・ ・ ・ ・ ・ デ ザ イ ン 事 務 所  

【課題】 

色の再現性が忠実に求められる RIP（連続階調）で出力する色校正（カラープルーフ） 

色にシビアなプルーフだからこそ、より精度を高く出力色を安定させたい。  

 

【解決】 

キャリブレーション機能を使えば RIP からの出力環境でも簡単・高精度に出力色の安定化が

可能です。 

 

<Point！> 

①RIP でのデザイン/カラープルーフ出力でもキャリブレーション運用が可能 
 ※ドットプルーフでは RIP 側で独自の補正が行われるため、プリンタ内蔵センサーによるキャリブレーションは対

応しません。 

②測色器で 1 回プロファイルを作成したら、後は本体での簡単なキャリブレーションだけ  

 

 

 ■主な RIP ソフトウェアと imagePROGRAF キャリブレーション適応性 

 
※GMG の RIP で選択可能な「GMG Driver」には対応しておりません。 

ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ/ｶﾗ ﾌーﾟ ﾙー ﾌ
（ 連続階調ﾃ゙ ﾀー）

Poin t !  

○

×

Ｉ Ｃ Ｃ プロファ イル作成
Poin t !  

効果

RI P側での補正要

ﾄﾞ ｯﾄﾌﾟ ﾙー ﾌ
( 2値ﾃ゙ ﾀー）

初期補正 経年変化補正

作成は1回だけ。 後はプリ ンタの補正だけ。

プリ ンタ

通知▼通知▼

Ａ Ａ ’
補正効果有り

※測色器を使用

RI P環境でも効果あり

用途 デザイン 印刷（ 製版） POD/ ｲﾝﾊｳｽ Ｓ ＆Ｄ

主なRI P EFI  eXpress GMG/CGS/EFI ONYX/EFI

主な出力データ 連続階調 連続階調 or ド ッ ト 連続階調
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